
一般質問一覧表 

田原市議会第１回定例会（第２日・第３日） 

令和３年３月４日・５日 

代 表 質 問 

令和 3 年 3 月 4 日（予定） 

自由民主党田原市議団 大竹正章議員 

（一括質問一括答弁方式） 

○ 令和３年度施政方針について 

   １．本市を取り巻く経済・社会動向について 

   ２．財政見通しと新年度予算の考え方について 

   ３．「元気な渥美半島の実現を目指す」ための施策について 

市民クラブ 平松昭徳議員 

（一括質問一括答弁方式） 

○ 令和３年度施政方針の重点施策等について 

   １．定住・移住の促進について 

   ２．交通基盤の整備について 

   ３．公共施設の整理・統合の推進について 

   ４．デジタル化の推進について 

   ５．「たはらゼロカーボンシティ」の取組について 

６．教育の環境整備について 



個 人 質 問 

令和 3 年 3 月 4 日（予定） 

１番 自由民主党田原市議団 仲谷政弘議員 

（一括質問一括答弁方式） 

○ ワクチン接種の円滑な実施と、感染時の対応について 

   １．ワクチン接種の効果や安全性等について 

   ２．ワクチン接種開始に向けた体制づくりについて 

   ３．本市が行える新型コロナウイルス感染者への対応について 

２番 自由民主党田原市議団 村上 誠議員 

（一問一答方式） 

○ 田原市芦ヶ池農業公園の事業運営について 

   １．田原市芦ヶ池農業公園の現状と課題について 

   ２．リニューアルに向けた取組について 

３番 公明党田原市議団   史子議員 

（一問一答方式） 

○ 災害弱者の避難「個別計画」作成について 

   １．災害弱者の避難「個別計画」作成について 

○ 学校における働き方改革の推進について 

   １．学校における働き方改革の推進について 

○ 不育症の支援強化について 

   １．不育症の支援強化について 

○ ヤングケアラーの支援について 

   １．ヤングケアラーの支援について 



令和３年３月５日（予定） 

４番 自由民主党田原市議団 鈴木和基議員 

（一括質問一括答弁方式） 

○ 産業振興について 

   １．観光振興における広域連携について 

  ２．臨海工業地帯の企業立地について 

５番 自由民主党田原市議団 内藤喜久枝議員 

（一問一答方式） 

○ サーフタウン構想の取組状況と今後の方向性について 

   １．今年度のサーフタウン構想の取組状況について 

   ２．取組を進める中での課題とその解決方法について 

   ３．今後の進め方について 

６番 自由民主党田原市議団 岡本禎稔議員 

（一括質問一括答弁方式） 

○ マイナンバーカードの利活用推進について 

   １．マイナンバーカードの交付状況と取得促進に向けた取組について 

   ２．マイナンバーカードの利活用の状況について 

   ３．今後のマイナンバーカードの利活用の展望について 

７番 無派不撓クラブ 廣中清介議員 

（一問一答方式） 

○ アルゼンチンアリ対策について 

   １．アルゼンチンアリ防除事業の経緯と成果について 

   ２．アルゼンチンアリ防除の今後の取組について 

８番 みんなの党愛知 岡本重明議員 

（一問一答方式） 

○ まちづくりについて 

   １．地域資源と交流人口を活用したまちづくりについて 

   ２．環境保全事業について 

   ３．安心なまちを維持するための防災対策について 





１／１枚  

   令和３年２月１８日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 大竹 正章

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 令和３年度施政方針について 

質問項目(小項目) １．本市を取り巻く経済・社会動向について 

質問要旨:国の経済見通し及び課題をふまえつつ、本市地域経済及び地域社会

の現状をどのように捉え、今後をどのように見通しているか伺う。 

質問項目(小項目) 
２．財政見通しと新年度予算の考え方につい

て 

質問要旨:中長期にわたる財政計画、投資計画の必要性と歳入確保への取組、

全市的な事業見直しの考え方を伺う。 

質問項目(小項目) 
３．「元気な渥美半島の実現を目指す」ための

施策について 

質問要旨:大きく３つの重点施策に基づき、それらを推進する事業が示されて

いる。 

 そこで「新たな日常」に向けた方策等考え方を伺う。 

質問項目(小項目)  

質問要旨: 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(8 時 30 分受付) 受付番号 代-1 



１／１枚

   令和３年２月２２日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 平松 昭徳

                 （会派名：市民クラブ） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
令和３年度施政方針の重点施策等につい

て

質問項目(小項目) １．定住・移住の促進について 

質問要旨:テレワーク等の普及に伴い、働く場所を選ばない働き方の進展や地

方移住の気運が高まっている。サテライトオフィスやワーケーションの誘

致など地域活性化や移住促進につながる施策を進める好機であり、本市も

的確に施策を講じる必要があると考える。 

そこで、本市の考えについて伺う。 

質問項目(小項目) ２．交通基盤の整備について 

質問要旨:渥美半島の先端までの信号のない「（仮称）渥美半島道路」の実現

は、市民の総意であり、念願であると考える。しかしながら、豊橋市と田

原市を結ぶ国道 259 号は、主要地方道豊橋渥美線と並ぶ重要な道路であり、

頻繁に渋滞が発生していることから当面の整備要望を進めていく必要もあ

ると考える。本市の認識と取組みの方向性について伺う。 

質問項目(小項目) ３．公共施設の整理・統合の推進について 

質問要旨:公共施設の適正化において、予算規模が縮小している中、より一層

適正化のスピードを速めていくべきと考えるが、今後の展開について伺う。 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) ４．デジタル化の推進について 

質問要旨:愛知県において、「あいち DX 推進プラン 2025」が進められており、

本市においても「田原市 DX 推進本部」が設置されている。そこで、デジタ

ル化の推進に対する今後の本市の取組について伺う。 

質問項目(小項目) 
５．「たはらゼロカーボンシティ」の取組に 

ついて 

質問要旨: 本市は、1 月 28 日に「たはらゼロカーボンシティ」の表明を行っ

た。様々な具体的な施策があると思うが、何をどのように進めていくのか

伺う。

質問項目(小項目) ６．教育の環境整備について 

質問要旨:GIGA スクール構想により大きく変わる教育現場において、教職員

が教育活動に専念できる環境整備が重要となるが、どのように教員の多忙

化解消を図っていくか本市の方向性を伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 22 日(16 時 35 分受付) 受付番号 代-2 



１／１枚

令和３年２月１８日 

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 仲谷 政弘

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
ワクチン接種の円滑な実施と、感染時の

対応について

質問項目(小項目) １．ワクチン接種の効果や安全性等について 

質問要旨：ワクチン接種の予防効果として、発症や重症化を防ぐ効果が高い

との報告がある。高齢者や基礎疾患を持つ方は、重症化リスクが高くなる

ことから、ワクチン接種は重要なことと考える。 

 一方で、アナフィラキシーや発熱、頭痛などの副反応の報告があり、接種

を迷う市民も多いのではないかと考える。 

 そこで、ワクチン接種の効果や安全性、副反応のリスクについて伺ったう

えで、市民への情報提供についての考え方を伺う。 

質問項目(小項目) 
２．ワクチン接種開始に向けた体制づくりに

ついて 

質問要旨:本市のワクチン接種においても、膨大な回数が必要になるため、安

全な接種会場の設営が必要であると考える。通常の診療もある中、集団接

種に従事していただく、医師や看護師には大きな負担が掛かかるため、人

員確保に医師会との調整が必要と思われる。 

接種会場及び医療従事者をはじめとするスタッフ等の人材確保、「クーポ

ン券」の発送や接種開始時期等、接種体制の整備状況を伺う。 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 
３．本市が行える新型コロナウイルス感染者 

への対応について 

質問要旨:自分の身近で新型コロナウイルスの感染者が出た場合、どこからが

濃厚接触者なのか、自分が濃厚接触者と判断された場合、どのようなこと

に気を付けて行動すればよいのか。 

 また、入院、宿泊療養、自宅療養はどのように決定されるのか、さらに自

宅療養となった場合、買い物や持病のある方の通院など、どうすればいい

のか不安に思っている人も多いと聞く。 

 そこで、本市が行える感染者への対応について伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(8 時 30 分受付) 受付番号 個-1 



１／１枚 

令和３年２月１８日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 村上 誠

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

 (裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
田原市芦ヶ池農業公園の事業運営につい

て 

質問項目(小項目) 
１．田原市芦ヶ池農業公園の現状と課題につ

いて 

質問要旨:田原市芦ヶ池農業公園（サンテパルク田原）は、開園から 20 数年

が経過し、施設の経年劣化も進み、老朽化対策等が課題の一つといえる。

また、社会情勢の変化等もあり、運営面でもより効率的な事業運営が求め

られている。 

そこで、田原市芦ヶ池農業公園の現状と課題について伺う。 

質問項目(小項目) ２．リニューアルに向けた取組について 

質問趣旨:昨年度策定した田原市芦ヶ池農業公園基本構想は、リニューアルに

向けての最初の取組といえるものである。また、今後のリニューアルの推

進に向けては、基本構想から一歩進んだ全体計画の作成が予定されている。 

 そこで、現在のコロナ禍という大きな社会情勢の変化も踏まえ、リニュー

アル全体計画の作成に向けての考え方について伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(9 時 5 分受付) 受付番号 個-2 



１／１枚  

   令和３年２月１８日

田原市議会議長 殿

                田原市議会議員   史子

                  （会派名：公明党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

 (裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
災害弱者の避難「個別計画」作成につい

て 

質問項目(小項目) １.災害弱者の避難「個別計画」作成について 

質問要旨:近年、激甚化する自然災害では、高齢者や障がい者などの災害弱者

が逃げ遅れ、犠牲になるケースが後を絶たない。内閣府は、事前に一人一

人の避難方法を決めておく「個別計画」作りを加速させるため、法改正に

加え、令和 3 年度予算案にモデル事業を盛り込んで対策に乗り出す方針で

あり、本市においても災害弱者の避難「個別計画」作成を急ぐべきと考え

る。 

そこで、本市の現状について伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(16 時 50 分受付) 受付番号 個-3-1 



１／１枚  

   令和２年２月１８日

田原市議会議長 殿

                田原市議会議員   史子

                  （会派名：公明党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 学校における働き方改革の推進について 

質問項目(小項目) １．学校における働き方改革の推進について 

質問要旨:文部科学省は「令和 2 年度教育委員会における学校の働き方改革の

ための取組状況調査（調査基準日令和 2 年 9 月 1 日）」の結果を令和 2 年

12 月に示している。 

そこで、本市の学校における働き方改革の取組状況を伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(16 時 50 分受付) 受付番号 個-3-2 



１／１枚  

   令和３年２月１８日

田原市議会議長 殿

                田原市議会議員   史子

                  （会派名：公明党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 不育症の支援強化について 

質問項目(小項目) １．不育症の支援強化について 

質問要旨:妊娠しても流産や死産を繰り返す「不育症」。厚生労働省によると

患者数は約 140 万人に上るという。適切な治療を行えば 8 割以上の患者が

出産できるとの研究結果もあり、治療促進へ対策を強化すべきである。本

市においても、子どもを持ちたい人が安心して産み育てられるように、不

育症の支援強化に取り組むべきだと考える。 

そこで、不育症の支援について、本市の取組の現状を伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(16 時 50 分受付) 受付番号 個-3-3 



１／１枚  

   令和３年２月１８日

田原市議会議長 殿

                田原市議会議員   史子

                  （会派名：公明党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) ヤングケアラーの支援について 

質問項目(小項目) １．ヤングケアラーの支援について 

質問要旨:病気や障がいなどのある家族の介護をする 18 歳未満の子どもは

「ヤングケアラー」と呼ばれている。ヤングケアラーの半数は周囲の大人

に相談したことがなく、過度なケアが不登校や虐待、いじめにつながって

いる事例もある。厚生労働省は令和 2 年 12 月に全国の教育現場を対象とし

た初の実態調査を始め、令和 3 年 3 月に調査結果をまとめるとしている。 

そこで、本市のヤングケアラーの現状について伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

質問項目(小項目) 

質問要旨: 

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 18 日(16 時 50 分受付) 受付番号 個-3-4 



１／１枚  

   令和３年２月１９日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 鈴木 和基

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 産業振興について 

質問項目(小項目) １．観光振興における広域連携について 

質問要旨:産業振興において重要課題の一つである観光振興については、これ

まで以上に東三河広域での連携強化が必要と考えるが、本市の考え方を伺

う。

質問項目(小項目) ２．臨海工業地帯の企業立地について 

質問要旨:100 年に 1 度と言われている自動車産業界の大変革期を迎え、本市

の臨海部にはその関連企業が多く進出していることから、多大な影響があ

ると想定される。 

 そこで、産業構造の変革期における、今後の企業立地をどのように進めて

いこうと考えているのかを伺う。

質問項目(小項目) 

質問要旨:



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 19 日(16 時 45 分受付) 受付番号 個-4 



１／１枚  

   令和３年２月２２日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 内藤 喜久枝

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
サーフタウン構想の取組状況と今後の方

向性について 

質問項目(小項目) 
１．今年度のサーフタウン構想の取組状況に 

ついて 

質問要旨:第 2 期田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略にも位置付けられる、

サーフタウン構想について、令和 2 年度の取組状況や、現在の進捗状況に

ついて伺う。 

質問項目(小項目) 
２．取組を進める中での課題とその解決方法 

について 

質問要旨:取組を推進する中での課題についてどのように捉えているのか。特

に地域住民への理解や関わり方についての課題を、どのように捉え解消し

ているのか伺う。

質問項目(小項目) ３．今後の進め方について 

質問要旨:サーフタウン構想を、定住・移住や関係人口の拡大、観光や地域振

興の起爆剤として、より効果を上げるために、今後、どのように進めてい

くのか伺う。 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 22 日(10 時 58 分受付) 受付番号 個-5 



１／１枚

令和３年２月２２日 

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 岡本 禎稔

                 （会派名：自由民主党田原市議団） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) 
マイナンバーカードの利活用推進につい

て

質問項目(小項目) 
１．マイナンバーカードの交付状況と取得促 

進に向けた取組について 

質問要旨：本市のマイナンバーカードの交付状況と取得促進のための取組に

ついて伺う。 

質問項目(小項目) 
２．マイナンバーカードの利活用の状況につ

いて 

質問要旨:マイナンバーカードの普及促進にはカードの利活用の拡大が必要 

と考える。令和 3 年 1 月 28 日からマイナンバーカードを利用した住民票の

写しなどが取得できる「コンビニ交付サービス」が始まったが、その利用

状況について、またその他マイナンバーカードを利用した行政サービスの

活用状況について伺う。 

質問項目(小項目) 
３．今後のマイナンバーカードの利活用の展

望について 

質問要旨:国は、マイナンバーカードを活用したオンライン申請の拡大などの

方針を打ち出している。 

そこで、本市における行政手続のオンライン化拡大の展望について伺う。 



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:  

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 22 日(13 時 40 分受付) 受付番号 個-6 



１／１枚   

令和３年２月２２日

田原市議会議長 殿

                田原市議会議員 廣中 清介

                   （会派名：無派不撓クラブ） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) アルゼンチンアリ対策について 

質問項目(小項目) 
１．アルゼンチンアリ防除事業の経緯と成果に

ついて 

質問要旨:本市では平成 17 年にアルゼンチンアリの生息が初確認された。 

平成 21 年度からは田原市アルゼンチンアリ対策協議会による防除事業が開

始され、現在も継続中である。 

そこで、12 年間にわたる取組の経緯とその成果について伺う。 

質問項目(小項目) 
２．アルゼンチンアリ防除の今後の取組につい

て 

質問要旨:中心市街地の一部では、依然として多くのアルゼンチンアリが毎年

発生しているが、長期目標として防除区域からの根絶がうたわれている。 

そこで、防除事業の更なる取組によるアルゼンチンアリ根絶の見通しと、

今後の取組の方向性について伺う。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 22 日(14 時 05 分受付) 受付番号 個-7 



１／１枚  

   令和３年２月２４日

田原市議会議長 殿

               田原市議会議員 岡本 重明

                 （会派名：みんなの党愛知） 

一般質問通告書 

 次のとおり、会議規則第６３条の規定により通告します。 

(裏面に続く) 

質 問 者 の 区 分 代表質問   ・ 個人質問

質問方式の選択 一問一答方式 ・ 一括質問一括答弁方式

質問項目(大項目) まちづくりについて 

質問項目(小項目) 
１．地域資源と交流人口を活用したまちづく

りについて 

質問要旨:交流人口を拡大させる政策が進む中、地域内での地域資源を活用し

た消費拡大につながる取組について伺う。

質問項目(小項目) ２．環境保全事業について 

質問要旨:「たはらゼロカーボンシティ」を表明した目的について伺う。また、

「たはらゼロカーボンシティ」を表明したことによる今後の本市の産業へ

の影響について伺う。 

質問項目(小項目) 
３．安心なまちを維持するための防災対策に

ついて 

質問要旨:田原市地域防災計画等に基づいた防災対策をしているが、その計画

によると、本市の指揮系統はほぼ正常に働く前提となっている。しかし、

自然災害は想定以上に被害を受ける場合もあるので、指揮系統に支障が出

ることも考えられる。 

 そこで、その対策も考慮する必要があると思うが、市の考えを伺う。



(留意事項) 

○この通告書の写しは、市当局及び議会運営委員会に配布します。 

○大項目及び小項目は、一般質問一覧表に転記します。 

○大項目が二つ以上の場合は、通告書を分けて大項目ごと提出してください。 

○質問要旨は、質問の主旨、狙い等を明瞭・簡潔に記入してください。（200 字以内） 

○用紙が足りない場合は複数枚使用して、右上の ／ 枚に枚数を記入してください。 

○一般質問の受付は、告示日の午前 8 時 30 分から受付を開始します。 

○電子メールにより送信した場合は、同時に議会事務局に電話連絡してください。 

○一般質問(個人質問)の発言順は、通告書の受付順によります。 

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

質問項目(小項目) 

質問要旨:

事務局

記入欄 
令和 3 年 2 月 24 日(11 時 15 分受付) 受付番号 個-8 


